
 
 
 
 
 
 
 
 

 

子どもを育てるということ 

校長 関根 治彦   

 今から 20 年ほど前、私の長男がまだ小さかった頃、私は義理の母から新聞の切り抜きをもらいました。

たしか朝日新聞のコラムだったような気がします。題名は定かではありませんが、内容は「今の子どもたち

はかわいそうだ。昔はいろいろなものが不足していた。だから、遊ぶにしても、学ぶにしても子どもたちは工

夫をしなければならなかった。今の子どもたちは満ち足りてしまっている。そのため、工夫したり、考えたりす

る機会を奪われてしまっている。…」というようなものでした。息子がかわいくてかわいくて仕方がなかった

私は、息子が躓いたり、転んだりする前に先回りし、泣いたり、困ったりしないようにしてしまっていました。そ

んな私の行動を義理の母が心配し、諭すために切り抜きをくれたのだと思います。 

 話は少し変わりますが、 「渾沌、七竅に死す（こんとん、しちきょうにしす）」という寓話があります。紀元

前四世紀の中国の思想家「荘子」の『応帝王編』に記された「渾沌（こんとん）」という名の帝王の話で

す。この帝王には、人の顔にあるべき７つの「穴（目・鼻・口・耳）」がないので、その顔はノッペラボウのよ

うでした。その渾沌の国の両隣に、南海の鯈（しゅく）という帝王と、北海の忽（こつ）という帝王がいまし

た。二人は渾沌の国に招待され、大変な歓待を受けました。そこで彼らは、渾沌へのお礼として渾沌の

顔に１日に１つずつ穴をあけてあげることにしました。ところが、７つ目の穴を開けたところで、渾沌は死んで

しまったという内容です。善かれと思ってやったことが裏目に出たという話です。 

 子どもは日々、様々な経験をしています。その過程で、試したり、悩んだり、失敗したりしながら解決を

し、人として成長していきます。ですから、前述の「試したり、悩んだり、失敗したり」の部分を先回りしてしま

うことは、成長の芽を摘んでしまうことにもなるのです。では、大人は子どもを黙って見ていればいいのか、

放っておいていいのかというと、そうはいきません。子どもだけで解決できない時や身に危険が及ぶ時に

は、積極的に関わっていく必要があるのです。つまり手を貸すのか、見守るのかなど、状況に応じた見極

めが大事なのです。 

 私が担任をしていた時、常に悩んでいたのは、まさにこのことです。子どもたち同士でトラブルが起きた

時、担任が出ていって指導するのが最も効率的です。しかし、子どもを育てるという観点で考えると、「教

師が強烈に指導し解決させるべき」なのか、「子どもたちで話し合わせ解決させるべき」なのか、悩ましい

限りでした。学習場面でも同じように悩みました。短期的に見ると、やり方や内容を教える方が効率よく学

習を進めることができます。しかし、長期的な子どもの育ちを考えると、子どもたちが自ら問題をとらえ、問

題を解決していく過程を学んでいくことが、これからの時代を生き抜いていくために大切な力となります。

「子どもを育てるということ」には正解はありません。ただ、前述したことを見極める際、気を付けたいのは、

「私たち大人は、短期的に物事を考え、行動しがちである」ということです。そんな時、「子どもを育てるた

めには…」ともう一度考え直すことがもっとも大切なことではないでしょうか。 
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通知表の配付と回収 
２９日（金）に通知表を配付します。お子さんの

前期のがんばりや後期の目標など、ご家庭でも話

題にしてみてください。 

 

1０月６日（金）までに 

担任へご返却ください。 

「子どもの命の大切さを見つめ直す月間」 

２学期スタートから９月にかけて「子どもの命
の大切さを見つめ直す月間」として、命の大切さ
を伝えると共に、教職員も子どもたちの様子を細
かく見守り、子どもからのサインを見逃さないよ
うに心がけております。各ご家庭でも「さっぽろ
っ子学びのススメ」にあるように子どもたちを支
える言葉がけ「まほうのかいわ」の活用をよろし
くお願いいたします。 

席書大会にお申し込みのみなさん 
5 日（火）5 年生以外の児童 

１１日（月）5 年生の児童 
それぞれ放課後に席書大会を行います。 

夏休み前に配付した課題を練習させてください。 

（参加児童は下校時刻がいつもより遅くなります） 

土曜参観日（９月３０日） 
登校時間はいつも通りです。短縮４時間授業 

１校時 通常授業 

２校時（ 9:25～10:10）５・６年生 

３校時（10:20～11:05）３・４年生 

４校時（11:10～11:55）１・２年生 

             あおぞら全学級 

帰りの会（11:55～12:00）12:05 下校 

２校時～４校時が参観授業となっております。 

上履きをご持参のうえ来校ください。なお、写真

や動画は Live 配信したり SNS に投稿したりしな

いようご注意ください。（苦情も来ております） 

９月の行事予定 

第２節（７月～9 月）の教育目標『深め合おう』 

「自分の役割と責任を考え、行動する」「励ま

し、助け合い、協力する」子どもを目指します。 
 

 

 

★ＰＴＡ活動 ♣クローバー文庫開館日（月･水･金曜日 13：00～） 

1 金 
全校朝会③、月目標指導、資源回収 
開放図書選書会②、保護者引取訓練、 
後期教科書配付、個人懇談日程表配付 

★

♣ 

2 土 
 

  

3 日 第２４週   

4 月 ５年生滝野宿泊学習１日目 ♣ 

5 火 
５年生滝野宿泊学習２日目 
ALT⑯、PTA 運営委員会 

★ 

6 水 ５年生臨時休業日、ALT⑰ ♣ 

7 木 児童委員会⑥、ALT⑱   

8 金 朝の読み聞かせ① ♣ 

9 土 
 

  

10 日 第２５週   

11 月 ３年生現地学習（西山製麺） ♣ 

12 火 
 

  
13 水 ４年生ニッセイ名作観劇 ♣ 

14 木 
個人懇談①（短縮５時間）、尿検査用
具配付、ぽかぽかサロン 

  

15 金 個人懇談②（短縮５時間）、尿検査① ♣ 

16 土 
 

  

17 日 第２６週   

18 月 敬老の日   

19 火 個人懇談③（通常日課）   
20 水 個人懇談④（短縮５時間）、食育放送 ♣ 
21 木 個人懇談⑤（短縮５時間）   

22 金 個人懇談⑥（短縮５時間） ♣ 

23 土 秋分の日   

24 日 第２７週   

25 月 
 

♣ 

26 火 
 

  

27 水 
 

♣ 

28 木 
クラブ⑥（３年生クラブ見学） 
２年生円山動物園 

  

29 金 
前期通知表配付（６日までに回収） 
尿検査② 

♣ 

30 土 土曜参観（12:05 完全下校）   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【９月の月目標】しっかり予防しよう 

スクールカウンセラーによる個別相談 
スクールカウンセラーの北村麻衣さんによる相

談日（9 月）は次の通りです。 

≪9 月の相談日（予定）≫ 

○９月 ４日（月） ９：００～1２：００ 

○９月１２日（火） ９：００～１2：００ 

〇９月 26 日（火）１３：００～１６：００ 

ご希望の場合は教頭までお申し込みください。 

予約が埋まりご希望に添えない場合もあります。

ご了承ください。（８６１－９３０５） 

後期用教科書の配付 9 月１日（金） 

【1 年生】国語・生活・図工    ３冊 

【2 年生】国語・算数        ２冊 

【3 年生】国語・算数・図工    ３冊 

【4 年生】国語・算数       ２冊 

【5 年生】社会・図工       ２冊 

※教科書に記名をお願いします。使用開始につい

ては、担任より「学級便り」「学年便り」でお知

らせします。 


